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平成２５年７月８日 新規制基準施行
新規制基準において、信頼性向上のためのバックアップ対策として、特定重大事故等対処
施設（以下「特重施設」という）等を設けることを要求

平成２８年１０月２６日
美浜３号機 新規制基準に適合するための本体施設等※１に係る工事計画を認可
（５年後の令和３年１０月２５日が特重施設の設置期限）

平成３０年４月２０日
関西電力から、美浜３号炉の設置変更許可申請書を受理（令和２年４月１日及び５月２２
日補正）

平成３０年５月２２日～
公開又は非公開の審査会合を実施（計３３回※２）

令和２年６月３日
令和２年度第８回原子力規制委員会で、審査結果の案を取りまとめ

※１ 特重施設等以外の施設及び設備
※２ 所内常設直流電源設備（３系統目）に関する審査会合１回を含む

１．審査の経緯
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２．特重施設を構成する設備

※系統構成はイメージ

⑦サポート機能
・電源設備
・計装設備
・通信連絡設備

フィルタ装置

①原子炉冷却材圧力
バウンダリの減圧
操作機能

⑤原子炉格納容器の
過圧破損防止機能

原子炉格納容器

原子炉減圧
操作設備

②原子炉内の溶融炉心の冷却機能
③原子炉格納容器下部に落下した
溶融炉心の冷却機能
④原子炉格納容器内の冷却・減圧
・放射性物質低減機能

注入設備水源

水素濃度
制御装置

⑥水素爆発による原子炉
格納容器の破損防止機能

⑧特定重大事故等対処施設を構成
する設備である ①～⑦を制御す
る機能
・緊急時制御室の設置
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３．所内常設直流電源設備（３系統目）

設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）した場合に、重大事故等の対応に必要な
設備に直流電力を供給するため、３系統目の所内常設蓄電式直流電源設備として、特定重大事故等対処
施設の建屋に、新たに蓄電池（３系統目）を設置する。

既設（DB）設備（赤線）
SA設備のうち常設（青線）

（凡例）

SA設備のうち可搬（青点線）

空冷式非常用発電装置：
常設SA（交流）

蓄電池（安全防護系用）：
DB（直流）／SA（直流）として兼用

蓄電池（3系統目）:常設SA（直流）

特定重大事故等対処施設の建屋

（約3,000A・h×1系統）①入、②切：操作箇所
（原子炉補助建屋）

代替所内
電気設備

（２系統目）

①

②

6.6kV 非常用高圧母線

非常用
発電機

440V 非常用低圧母線

充電器（整流器）

125V 直流き電盤

（１系統目）
（約2,200A・h×2系統）

可搬式整流器：
可搬SA（直流）

電源車：
可搬SA（交流）

（３系統目）

充電器（整流器）

一体形低圧配電盤蓄電池（３系統目）は、ＳＢＯ発生後、既設の蓄電池
（安全防護系用）２系統のうち一方が機能喪失した場合、
可搬型直流電源設備（２系統目）よりも先に給電を開始




